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平成３０年度第４回さぬき市行政改革推進委員会 会議要旨 

 

開催日時 平成３１年２月７日（木）午前１０時００分～１１時００分 

場 所 さぬき市役所４階 第２委員会室 

出席者 

 

[委 員] 計９名 

奈良委員（会長）、木村委員（副会長）、越智委員、金岡委員、 

髙嶋委員、田中委員、中澤委員、眞鍋委員、元山委員 

[事務局] 計４名 

総務部：向井部長 

総務部政策課：谷課長、多田副主幹、原田係長 

欠席者 
[委 員] 計１名 

金本委員 

傍聴者 なし 

次 第  

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

（１）次期行政改革実施計画について 

（２）行政改革に関する提言書について 

４ その他 

５ 閉会 

 

配布資料  

・次第 

・資料１ 行政改革に関する提言書（案） 

さぬき市行政改革実施計画（素案）（平成 31年度～平成 34年度） 
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【次期行政改革実施計画について】 

Ｐ２７「取組事項」の中で「子育て世代包括支援センターを設置」と記載され、

提言書には「さぬきッズ子育てサポートセンターを設置」と記載されているが、

この二つは同じものなのでしょうか。 

 

調書を作成したときには「子育て世代包括支援センター」という仮名称でした

が、現時点では「さぬきッズ子育てサポートセンター」が正式名称ですので、訂

正します。 

 

 

【行政改革に関する提言書について】 

２「行政改革実施計画に基づく主な取組への提言について」の中に「計画的に

徴収担当職員を育成する必要がある」と記載されていますが、「育成」ではなく、

専門的な方の指導を仰ぎながらの職員の「養成」という言葉が良いと思います。 

もう一点、６行目の「支所出張所」は、ほかと合わせて「支所・出張所」と修

正したほうが良いと思います。 

 

修正いたします。 

 

「学校再編」について、素案には「再編整備を進める計画」となっているが、

提言書では触れていません。長尾小学校からは改築希望の要望書が出ていると思

うので、何らかの形で盛り込んでいただけたらと思います。 

 

「長尾小学校」という個別の名称は明記されていませんが、１「はじめに」の

中に、「分庁舎の整備や学校施設等整備」と記載があります。 

 

「造田小学校」と「長尾小学校」の「統合」について、学校再編の方針は出て

いますか。 

 

教育委員会が定めた学校再編計画の中には、将来的に「統合」すると入ってい

ると思いますが、時期は決まっていません。 

児童生徒数の推移や地域の方の意見を聴いて「統合」の時期を定めることにな

っていますが、はっきりとした実施時期や、統合後の学校の姿などについては、

教育委員会で検討しているところです。 

 

それが進まないと「長尾小学校」の改築に繋がっていかないということですね。 
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二つの小学校とも老朽化したまま見直しが遅れており、安全上、教育環境上整

備が必要です。両方の学校を建替えることは財政的に難しいので、できれば建替

えの際には「統合」を伴いたいという話があります。具体的に進める時期は決ま

っていませんが、近い将来ではあります。 

 

ほかの地域の統合は、ほぼ終わっているのですか。 

 

はい。旧長尾町については、「長尾小学校」と「前山小学校」と「多和小学校」

は既に統合されているのですが、「造田小学校」については一定規模の児童生徒

数がいるため地元の反対があるなど、様々な理由で進んでいません。「統合」で

きるかどうか、教育委員会が地元に投げかける取組を始めています。 

 

提言書に記載するとしたら、どういった視点が良いですか。 

 

「長尾小学校」の充実に向けた内容になると思います。地域の人も希望してい

ることなので、どこかに入れていただきたいです。次期実施計画期間の４年間で、

できる段階まで進めていただきたいです。 

 

①-4 指標「ごみの分別チラシ広告収入」と「ごみの分別チラシ広告件数」が

別々の項目として記載されていますが、一つの項目にまとめて「ごみの分別チラ

シ広告収入（件数）」とし、数値も同じく「225千円（10件）」としてはどうでし

ょうか。 

 

広告件数が少なくても金額が高ければ、「広告料が上がった」と料金の変化が

わかるため、このままのほうが分かりやすいと思います。広告料を値上げしない

といけない時期がくるかもしれません。 

 

それでは、今の記載のままとします。 

 

①-4指標「雑誌スポンサー広告料収入」の「平成 29年度末」の金額が円単位

になっていませんか。 

 

千円単位に修正いたします。 

 

①-4 指標「ネーミングライツ広告料収入」について、現在の実績は「０」と

なっていますが、今後、対象となる施設は考えているのですか。 

 

「志度総合運動公園」の命名権を契約した企業（県内のコーティング業者）は

あるのですが、諸事情により未入金となっています。 
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今後の対象施設としては、「音楽ホール」、「市民体育館」、「総合公園」を目標

にしているようです。 

 

①-6「観光収入の確保」についてですが、香川県はインバウンドの伸び率が日

本一だそうですが、さぬき市にも外国人観光客が訪れてもらえるような新たな試

みを行ってはどうでしょうか。例えば、近年、家族のようにペットを飼っている

方が増えているので、空き家などでペットを連れて泊まれる宿泊施設を整備して

はどうでしょうか。若い方は、飼い犬と一緒に旅行がしたいと思っている方が多

く、「さぬき市は自然に恵まれていて、犬にもいい環境であるし、徳島や高知、

愛媛に行くことができ最適だ」と言われたことがあります。空き家の活用ができ、

観光客誘致にも繋がるのではないでしょうか。 

 

さぬき市のインバウンドは増えているのですか。また、外国人観光客誘致のた

めの、外国語表記などは整備されていますか。 

 

お遍路さんは、外国人の方が結構いらっしゃいます。案内板、看板等の外国語

表記は、現在、整備が進んでいません。 

 

観光客が観光地をインターネット検索する際の整備は進んでいますか。 

以前、香川県のホームページ内の「観光案内」を検索しましたが、西讃の方が

情報量が多く、さぬき市に関しては「さぬきワイナリー」くらいで、「大窪寺」

も掲載されていませんでした。 

さぬき市に観光客を呼び込めるような工夫と努力が必要だと感じます。 

 

①-7指標「ふるさと納税寄附金額」を、2021年度は「1億 5,000万円」、2022

年度は「2億円」と目標額を増額してはどうでしょうか。「1億円」の横並びだと

達成してもしなくてもいいように考えているように受け取れます。規制もあると

思いますが、泉佐野市の「Amazonギフト券 100億円」のようなものもあります。 

 

ふるさと納税の返礼品については、行き過ぎたところがあり、是正をする動き

が出てきました。さぬき市はどちらかというと慎重で、「本来の趣旨と違うので

はないか」という市長の考えもあります。自主財源が厳しいなか、収入確保の有

効な手段であり、地元産品の売上やＰＲにも繋がるため、遅ればせながら、さぬ

き市も代行業者に業務委託して行っています。平成 29 年度の実績は「6,800 万

円」、平成 30年度については、新たな取組も追加したのですが、実施時期が遅か

ったため寄附金額はあまり伸びておらず、昨年度をわずかに上回るかどうかの実

績になると思います。平成 31 年度については当初予算を作った中で「9,000 万

円」にしたので、それに目標金額を合わしました。それ以後については、総合計

画等との整合性をとって「1 億円」にしました。「控えめではないか」という意
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見もあると思いますが、「まずは 1 億円の大台に乗せたい」、「基準の中で、でき

る範囲で行いたい」という考えです。 

 

「ふるさと納税」に「Tyrellの自転車」を加えることはできないのですか。「平

賀源内」のＰＲをもっとするためにも、寄附金収入を上げるためにも、自転車は

返礼品に入れた方がいいと思います。 

 

寄附金額に対する返礼品の金額は 3 割程度と決まっており、例えば 30 万円の

自転車を返礼するには 100万円の寄附をしていただくようになり、あまり件数が

増えるとは思えません。「100万円寄附するなら 30万円の自転車を買った方がい

い」と思われることもあると予想されます。また、Tyrell の自転車は、海外で

製造された部品を取り寄せて、組立をさぬき市で行っている自転車ですので、そ

れが今の「ふるさと納税」返礼品の基準に違反しないかなど検討させていただき

ます。 

 

それでは、提言書の内容に「学校再編」と「観光客誘致」について追加し、訂

正した最終の「提言書」を皆さんに送らせていただきます。文言等の修正につい

ては会長、副会長に一任ください。 

 

閉会 

 


